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大村市教育方針

本校の特色
・市の中央部に位置し、空港・新大村駅・高速道路ICへのアクセスのための交通量が多い
場所に位置する。
・健全協の活動が活発で、学校教育への側面支援が充実している。
・校区に児童養護施設があるとともに、様々な事情を抱える家庭も多いため、教育においては、
二極化する傾向にある。教育相談体制の一層の充実が求められる。

【学校経営方針】

「ほっ」と心和む支持的風土の中で，子どもも教職員ものびのびと過ごして共に成長し、その成長に
手応えを 感じる学校づくりを経営の根幹に据える。→ 思いやり・心配・気配り 自信・自己肯定感

（１）開校以来築き上げられてきた、よき校風や伝統の継承・発展を図る。
（２）自らが所属する母校を愛し、ふるさとを愛する子どもを育てる教育活動を重視する。
（３）「教師が伸びないと子どもも伸びない」ことを肝に銘じ、子どもの可能性を信じ，常に自らの教
育のあり方を見つめ続ける姿勢を大事にする。

（４）子どもの成長を切に願う、保護者の子育てに寄り添う教育を推進する。
（５）教職員一人一人が主体的に考え，願いを実現する教育を重視する。
（６）保護者，地域，同僚，外部機関等に積極的に学校と授業を開き，教育の質の向上を図る。

学校教育目標

進んで学び、心豊かでたくましく生きる児童の育成

めざす学校像

□仲良く楽しい学校
□落ち着きあるきれいな学校
□信頼される学校

めざす教師像

□はつらつと笑顔輝く教師
□心おだやかな教師
□常に心配を向ける教師
□心身共に健康な教師

豊かな学び・確かな育ち・多様な感性


